
質疑に対する回答について

Ｎｏ 図面番号 Ｎｏ

1

2 A-6

3 A-6

4 A-6、9

5

6

7

8

9

10

11

12

変更指示書による。

現地調査済みなので、設計図通りとする。
工期については、Ｎｏ１と同じ。

ＳＤ-6、ＡＤ-1、ＡＤ-2の建具取替等の施工方法についてカバー工法で宜し
いですか。また、カバー工法に伴い、枠の見込み、内法寸法等変更になり
ますが宜しいですか。

製品の製作納期が、3月27日の工期内に間に合いませんが工期延長は可
能でしょうか。

質　疑　事　項

設計図と当社の現地調査の内容に整合性が取れませんでした。それに伴
い現在の設計内容以外に鋼製建具の新規作成の追加が必要になり、工事
工期が不足いたします。工事工期を契約日より９０日とする事は可能でしょ
うか。

ＳＤ4自動扉電気錠設置について、エンジン装置の改修も必要と思われます
が見込んでおきますか。

ＳＤ6について、枠の改修まで行うカバー工法の解釈でしょうか。又は、扉の
みの取り替えでしょうか。

Ｎｏ３と同じ。

Ｎｏ１と同じ。

山梨大学（武田1）Ａ１号館（Ａ）棟等建具改修工事

電気錠類の製品納期が、工期内に納入が間に合わないと思われます。工
期の変更は可能でしょうか。
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原則として、工期内に完成とする。

改修も含むものとする。

回　　　　答


